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政治 

【内政】 

●スロベニア内外情報庁（ＳＯＶＡ）職員雇用を巡る

疑惑 【２日，１１日，１８日】 

 ニュースサイト「Požareport」は，シャレツ首相がカム

ニク市長時代に同市で働いていた女性がスロベニア

内外情報庁（ＳＯＶＡ）に雇用された際に，シャレツ首

相が同女性を雇用するようＳＯＶＡに圧力をかけた旨

報じた。この報道を受け，２日，シャレツ首相はコメン

トし，同女性については昔から知っているが，しばらく

会っていないとした上で，同女性がＳＯＶＡに雇用され

たのは適切な手続に則って行われたものであると述

べ，疑惑を否定した。また，同日にＳＯＶＡも声明を発

表し，疑惑を否定した。 

 報道を受けて，国民議会インテリジェンス監査委員

会は，ＳＯＶＡによる雇用に関する情報開示を求めた

が，ＳＯＶＡは，議会同委員会の委員が同庁を訪問し

た直後に機密情報がメディアに漏れたことや，議会委

員会はそのような監査を実施する権限を有していな

いことを理由に，情報開示を拒否した。１１日，野党民

主党（ＳＤＳ）のヤンシャ党首は，ＳＯＶＡによる情報開

示の拒否を問題視し，コズメリＳＯＶＡ長官の辞任を

求めたが，同長官は辞任を拒否した。 

 

 

 １８日，コズメリ長官は，週刊誌のインタビューにお

いて，シャレツ首相及びＳＯＶＡ元長官で現在シャレツ

首相の補佐官を務めるチュルンチェツ氏との間で，問

題となっている女性の雇用に関する話をしたことはな

いと述べ，あらためて疑惑を否定した。 

 

●ブラトゥシェク・インフラ大臣，開発・戦略事業・結束

大臣を兼任 【３日】 

 本年９月に個人的な理由により辞任したプリッチ開

発・戦略事業・結束大臣に替わり，しばらくの間，ブラ

トゥシェク・インフラ大臣が開発・戦略事業・結束大臣

を兼任することになった。これは，ブラトゥシェク・イン

フラ大臣が党首を務めるアレンカ・ブラトゥシェク同盟

（ＳＡＢ）が，プリッチ大臣の後任候補者を，本年秋に

予定されている２０２０年及び２１年の予算案の審議

終了後に推薦することを決定したためで，それまでは

ブラトゥシェク大臣が開発・戦略事業・結束大臣を兼

任する。 

 

●年金者党副党首が辞任，エリヤヴェツ党首を批判 

【７日】 

 スロベニア通信は，与党年金者党（ＤｅＳＵＳ）のガン

タル副党首が，本年９月に副党首を辞任していたと報

じた。同通信の取材に対し，ガンタル氏は，年金者党
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では副党首に明確な役割が与えられておらず，従っ

て党の活動にも大きな影響を与えることができないと

述べたほか，エリヤヴェツ党首による党を率いる姿勢

が次第に民主的ではなくなってきていると批判した。

なお，ガンタル氏は今後，自身の職業である医療の

仕事に戻る予定であるが，年金者党の党員資格は維

持する見込み。 

 

【外政】 

●パホル大統領，Ｖ４大統領会合に出席 【３日】 

３日，パホル大統領は，チェコで開催されたＶ４大

統領会合に参加した。同会合は，Ｖ４諸国の大統領

のほか，パホル大統領及びセルビアのブチッチ大統

領が参加して行われたもので，西バルカン諸国への

ＥＵ拡大について議論された。パホル大統領は，スロ

ベニアは西バルカン諸国へのＥＵ拡大を支持しており，

拡大により安全保障を含む様々なリスクを軽減するこ

とができると述べたほか，１０月中旬の欧州理事会で

北マケドニア及びアルバニアに対するＥＵ加盟交渉

開始という重要な決定が下されることを期待すると述

べた。また，パホル大統領は，スロベニアとセルビア

はコソボの独立に関して異なる見解を有しているが，

スロベニアはセルビアのＥＵ加盟を支持しており，セ

ルビア・コソボ間の問題に関して，平和的な方法で解

決策を見出す必要があると述べた。 

 

 
（Photo: 大統領府） 

 

●ベルギー首相のスロベニアを訪問 【９日】 

次期欧州理事会議長のミシェル・ベルギー首相が，

スロベニアを訪問し，シャレツ首相と会談を行った。会

談において，シャレツ首相は，ミシェル次期欧州理事

会議長に対して，シェンゲン圏拡大を含め，欧州理事

会議長として法の支配を尊重することを期待すると述

べたほか，両者は英国のＥＵ離脱についても意見交

換を行い，ＥＵと英国の間で合意が達成されることへ

の期待感を表明した。両者は，２０２１年～２７年のＥ

Ｕ多年度財政枠組みについても意見交換を行い，シ

ャレツ首相は，スロベニアはＥＵの課題に迅速に対処

が可能で，その一方で結束基金や地域開発基金が

削減されないようなバランスの取れた財政枠組みを

望んでいると述べ，財政枠組みに関するスロベニア

の見方を説明した。その他，両者は西バルカン情勢

についても意見交換を行い，シャレツ首相は，西バル

カン諸国のＥＵ加盟の重要性を強調し，北マケドニア

及びアルバニアに対するＥＵ加盟交渉開始の決定が

下されることを望むと述べた。 

 

●オランダ外相のスロベニア訪問 【９日】 

 オランダのブロック外相がスロベニアを訪問し，ツェ

ラル外相と会談を行った。ツェラル外相は，スロベニ

ア・クロアチア間国境画定問題に関して，２０１７年に

オランダ及びベネルクス諸国が，仲裁裁定は尊重さ

れ，履行されなければならないとのスロベニアの姿勢

を支持したことに謝意を表明し，両国は多国間協調

主義，法の支配という民主的価値を共有していると述

べた。両外相は，新たにシェンゲン圏に加盟を希望す

る国は，国境管理を始めとする全ての条件を満たす

必要があることで一致したほか，オランダはスロベニ

アの主要な貿易国のひとつであり両国の経済関係は

良好である旨を確認した。また，両外相は西バルカン

情勢についても意見交換を行い，ツェラル外相は，西

バルカンのＥＵ統合は，２０２１年後半のスロベニアの

ＥＵ議長国任期の優先事項の一つであると述べ，ス

ロベニアは北マケドニア及びアルバニアのＥＵ加盟交

渉開始を支持している旨述べた。 

 

●シャレツ首相，北マケドニアを訪問 【１０日】 

 シャレツ首相は，北マケドニアを訪問し，ザエフ首相

と会談を行った。両首相は，二国間関係は良好であ

り，あらゆるレベルにおいて政治的対話が行われて

いる点に満足の意を表するとともに，一層の協力を促

進させていくことで一致した。会談ではＥＵ・ＮＡＴＯ拡

大についても議論され，シャレツ首相は，スロベニア

は北マケドニアのＥＵ及びＮＡＴＯ加盟を支持しており，

１０月中旬の欧州理事会で，北マケドニアのＥＵ加盟

交渉開始が決定されることを期待すると述べた。その

他，両首相は，移民問題，安全保障，ＥＵ情勢等につ

いても意見交換を行った。滞在中，シャレツ首相は，

ジャフェリ議会議長とも会談を行ったほか，北マケド

ニアに進出しているスロベニア企業関係者とも意見

交換を行った。 

 

●政府，トルコに対しシリアの軍事作戦中止を呼び

かけ 【１０日】 

 スロベニア外務省は，シリア北東部におけるトルコ

の軍事作戦停止を呼びかけるプレスリリースを発表し

た。同プレスリリースでは，シリア北東部におけるトル

コの軍事作戦に強い懸念を表明し，軍事作戦は地域

の安定及びテロ組織との闘いの成果を脅かすもので

あり，同時にシリア危機解決に向けた政治的プロセス

を阻害するものであるとして，トルコに対し，一方的軍
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事行動の中止，市民の保護，国際人道法の遵守を呼

びかけた。 

 

●シャレツ首相，北マケドニア及びアルバニアのＥＵ

加盟交渉開始先送りを批判 【１８日】 

シャレツ首相は，１７日～１８日に開催された欧州

理事会において，北マケドニア及びアルバニアに対

するＥＵ加盟交渉開始がＥＵ加盟国首脳間で合意で

きなかったことについてコメントした。シャレツ首相は，

「機会は逃され，ＥＵの信頼性は揺らいでしまった。こ

うなると，これらの国（北マケドニア及びアルバニア）

はもはやＥＵを信用しなくなるであろうし，我々もこれ

らの国を欧州への道に留めておくことができるかわか

らない」と述べるとともに，「スロベニアは，（両国の加

盟交渉開始に賛成との）立場を極めて明確に伝える

とともに，他の多くの加盟国と同様に，加盟交渉開始

が認められない場合にもたらされる事態についても

警告してきた。今後どのようなことが起こるか注視す

る必要があるが，我々は決して楽観的ではない」と述

べた。 

 

●ツェラル外相，キプロスを訪問 【１８日】 

ツェラル外相は，キプロスを訪問し，フリストドゥリデ

ィス外相と会談を行った。ツェラル外相は，スロベニア

とキプロスは欧州の小国であるが，法の支配，人権

の尊重等のＥＵの基本的価値を積極的に提唱してい

ると述べたほか，キプロスはＥＵの安定にとって重要

な地域に近接しているが，スロベニアも将来的にＥＵ

加盟国となるべき西バルカンに近接しているとして，

キプロスはスロベニアの重要なパートナーであると述

べた。また，両者はＥＵ及び国際場裡におけるグロー

バルな課題に関する中小国間の協力の重要性につ

いて意見交換を行った。また，滞在中，ツェラル外相

は，シルリス・キプロス国会議長と会談し，ＥＵ，地中

海，中東情勢に関する意見交換を行った。 

 

●欧州委，クロアチアのシェンゲン加盟に肯定的評

価：シャレツ首相の反応 【２２日】 

２２日，欧州委員会が，クロアチアはシェンゲン加

盟国となるために必要な条件を満たしている旨の発

表を行ったことを受けて，シャレツ首相は遺憾の意を

表明した。シャレツ首相は，「シェンゲン加盟という重

要な決定が，任期満了直前にある現在の欧州委員

会により下されたことを遺憾に思う。本件は次期欧州

委員会が扱うべきであった」と述べたほか，「欧州委

員会の決定が政治的なものとなるのであれば，スロ

ベニアも国益に基づき政治的に行動することになる。

スロベニアは，クロアチアが技術的にも法的にもシェ

ンゲン加盟に必要な全ての条件を満たすことを期待

するが，これには法の支配の尊重も含まれる。本年，

すでに１万２千人の不法移民がスロベニアに来ており，

クロアチアの技術的要件達成について若干の懸念が

ある」と述べた。 

 

●シャレツ首相，ハンガリーを訪問 【２８日】 

シャレツ首相はハンガリーを訪問し，オルバーン首

相と会談を行った。首脳会談において，両首相は，良

好な二国間経済関係を確認し，シャレツ首相は，２０

１８年に両国間の貿易額が２０億ユーロを超えたこと

及びスロベニアを訪問するハンガリー人観光客が前

年比２４％増の約５０万人に達したことを歓迎した。オ

ルバーン首相は，コペル港についてスロベニアがハ

ンガリーとの協力をとり止めたことに理解を示し，その

代わりにトリエステ港の一部を購入したと述べた上で，

今後スロベニアがコペル～ディヴァチャ間第２鉄道路

線計画に関する方針を変更した場合，ハンガリーは

協力を検討する余地があると述べた。また，両首相

は，欧州理事会において北マケドニア及びアルバニ

アに対するＥＵ加盟交渉開始の決定が下されなかっ

たことに遺憾の意を表したほか，西バルカンの重要

国であるセルビアとの加盟交渉継続の重要性につい

ても強調した。その他，両首相は，両国におけるそれ

ぞれの少数民族の状況，両国間国境のインフラ整備，

難民・移民問題等についても意見交換を行った。 

 

 
（Photo: Tamino Petelinšek/STA） 
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パホル大統領の即位の礼出席 
 

 

 １０月２２日，パホル大統領は，即位礼正殿の儀に

出席しました。 

 

スロベニア大統領府のプレスリリースでは，以下の

とおり発表されています。 

「徳仁天皇陛下の御即位は歴史的出来事であり，

パホル大統領の出席は象徴的なものであるとともに，

日本との関係を促進し，両国の政治的対話のレベル

を一層引き上げるものである。徳仁天皇陛下は，約２

５００人の国内外からの来賓に対してお言葉を述べら

れ，また，安倍総理が寿詞を述べた。」 

 

 
(photo: STA) 

 

また，同日の夕刻，パホル大統領は饗宴の儀に参

加した他，翌２３日午前には，安倍総理大臣と会談を

行い，その後，安倍総理夫妻主催の晩餐会に出席し

ました。 

 

 
(photo: 内閣広報室) 

 

安倍総理との会談では，冒頭，安倍総理から，パ

ホル大統領の訪日を歓迎するとともに，「日・スロベニ

ア関係は要人往来が活発化し，経済関係も拡大する

等，大変良好である」旨述べました。これに対し，パホ

ル大統領から，「素晴らしい行事に参列でき，光栄で

ある」旨述べました。また，二国間関係について，安

倍総理から，「基本的価値と欧州の結束の重要性を

共有するスロベニアは重要なパートナーである」，

「IT・先端技術分野に強みを有し，欧州における物流

の地理的優位性を持つスロベニアとともに，経済関

係の更なる拡大に向けて協力したい」旨述べました。 

これに対し，パホル大統領は「二国間関係は素晴

らしいが拡大の余地がある。ＥＵ及びＮＡＴＯの一員と

して政治・経済の両面，科学技術交流の拡大につき

協力していきたい。また地元に溶け込む日本の企業

風土を高く評価しており，日本からの投資の拡大を歓

迎する」旨述べました。 

さらに，両者は，２０２０年東京オリンピック・パラリ

ンピック大会に向けた両国間の交流の拡大，西バル

カン協力等について意見交換を行いました。 

 

また，パホル大統領は，日本滞在中，筑波に所在

する高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）を訪問し，

ＫＥＫの研究活動，スロベニアとＫＥＫの長期にわたる

協力関係等について意見交換を行いました。最後に，

パホル大統領より，共同プロジェクトによる研究成果

等を称えて，山内機構長にスロベニア国家功労勲章

を授与する旨の発表がありました。 

 

 
(photo: KEK) 

  

今回のパホル大統領の訪日により，両国の友好関

係がより一層発展することが期待されます。 
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日本・スロベニア・ビジネスセミナーの開催 
 

３日～４日，当館は，ＪＥＴＲＯ，スロベニア経済開

発・技術省，スロベニア投資庁（ＳＰＩＲＩＴ），スロベニア

商工会議所との共催の下，スロベニアのビジネス環

境及びベストプラクティスの紹介，両国企業の交流の

場の提供を通じた企業活動の促進を目的として，日

本・スロベニア・ビジネスセミナーを開催しました。二

日間を通じて，日本企業１９社３０名を含む約１２０名

が参加しました。 

 

 
（セミナーには多くの参加者が集まりました） 

 

４日午前の部では，スロベニアのビジネス環境を紹

介するプレゼンが行われ，昼食時には参加者間の交

流を目的としたネットワーキングランチを実施しました。

また，午後の部では，日本企業とスロベニア企業の

間での商談会を実施しました。 

 

開会の挨拶において，ポチヴァルシェク経済開発・

技術大臣は，「スロベニアは，投資促進等の面におい

て日本を戦略的優先市場として位置づけている。日

本にとって，スロベニアはＥＵの中でも急速に成長し

続ける経済として，またコペル港を通じて，ＥＵという

大市場へのアクセスが可能な玄関口として，魅力的

な経済パートナー国であると確信している。今後の関

係発展に期待する」と述べました。 

 

 
（ポチヴァルシェク経済開発・技術大臣スピーチ） 

 

 吉田大使は，「この度，日本とスロベニアを繋ぐビジ

ネスセミナーに皆様をお迎えでき光栄である。本日，

欧州９か国１１都市（ウィーン，デュッセルドルフ，プラ

ハ，ベオグラード，ロンドン，グラーツ，ブダペスト，ブ

カレスト，ブラッセル，ジュネーブ，メレンシュヴァント）

からの日本企業，そしてスロベニアに進出済みの日

本企業が参加している。セクター別では，製造業，ＩＴ，

貿易，ロジスティクス，エネルギー，金融，科学，旅行

業の企業が参加している。主催者を代表して，皆様を

歓迎したい。自分としては，スロベニアの優位性は戦

略的立地及び高レベルの技術革新であると確信して

おり，本日のフォーラムが，更に新しい事業や協力に

向けたきっかけとなることを期待する」と述べました。 

 

 
（吉田大使スピーチ） 

 

また，前日の３日には，日本企業のセミナー参加

者はコペル港を視察し，コペル市概要及びコペル港

の戦略的重要性に関する説明を受けたほか，送配電

システム，工場運転等の効率化のための制御装置を

生産開発する企業で，日立製作所ともＮＥＤＯスマー

トコミュニティ実証事業等で長年協力関係にあるスロ

ベニア企業のRobotina社を視察しました。 

 

 
（Ｒｏｂｏｔｉｎａ社視察） 
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経済 

【経済一般，指標・統計】 

●世界競争力ランキング，スロベニアは３５位 【９日】 

世界経済フォーラム（ＷＥＦ）は，２０１９年世界競争

力ランキングを発表した。同ランキングでは評価対象

１２項目を基にポイントが算出され，スロベニアは７０．

２ポイントを獲得し，前年の６９．６ポイントよりスコア

は上昇したが，順位は前年と変動なく，対象１４１か

国・地域中３５位となった。なお，スロベニアは各項目

別評価では，マクロ経済の安定性で同点１位，ビジネ

スのダイナミズムで２６位，技術で２６位，イノベーショ

ンで２８位であったが，金融システムが６１位，市場規

模が８２位であった。なお，全体のランキングは，シン

ガポールが１位，米国が２位，香港が３位，オランダ

が４位，スイスが５位で，日本は前年より１つ順位を

下げて６位となった。 

 

●スロベニアのエネルギー事情 【１０日】 

統計局が発表したデータによると，２０１８年のスロ

ベニア国内のエネルギー生産量は１４万８０００ＴＪ（テ

ラジェール）で，国内需要の５２％を占めており，残り

を輸入に頼っていることが明らかになった。国内エネ

ルギー生産を発電方法別に見ると，原子力が４２％

で最もシェアが高く，水力を含む再生可能エネルギー

が３２％，石炭火力が２５％で，０．５％がそれ以外の

資源によるものとなっている。また，最終エネルギー

消費構成比は，運輸部門の割合が４０％で最も高く，

製造・建設部門が２７％，家庭部門が２１％，農業及

びその他の部門が１２％となった。また，家庭部門の

エネルギー消費では，暖房が６１％，動力・照明と給

湯がそれぞれ１７％，厨房が４％，冷房が０．５％とな

っている。 

 

 
（Photo: スロベニア統計局） 

 

●ＩＭＦ，経済成長予測を下方修正 【１５日】 

ＩＭＦは，最新の経済成長予測を発表し，スロベニ

アの本年の経済成長予測をこれまでの３．４％から２．

９％に下方修正した。なお，来年の経済成長について

は，２．９％と予測している。ＩＭＦは，本年のインフレ

率を１．８％，来年は１．９％となることを予測している

ほか，失業率については，本年の予測は４．５％で，

２０１８年の５．１％から更に改善される見込みとなっ

ている。 

 

●ＦＤＩ（残高），５年連続で増加 【２３日】 

スロベニア中央銀行の発表によると，２０１８年末

時点におけるスロベニアのＦＤＩ（残高）は，１５２億ユ

ーロで，前年末時点より５億３５００万ユーロ増加した

ことが明らかとなった。また，インバウンド及びアウト

バウンドＦＤＩについても，５年連続で増加を記録した。

スロベニアへの主な投資国は，オーストリア（３６億ユ

ーロ），ルクセンブルグ（２１億ユーロ），スイス（１６億

ユーロ），ドイツ（１４億ユーロ），イタリア（１２億ユーロ）

であり，スロベニアの主な投資先は，クロアチア（１６

億ユーロ），セルビア（９億６３００万ユーロ），ボスニ

ア・ヘルツェゴビナ（５億２５００万ユーロ），北マケドニ

ア（３億８３００万ユーロ），ロシア（３億３５７０万ユーロ）

となっている。 

 

【アドリア航空破産】 

●国民議会インフラ委員会，重要航空路線への政府

補助金を可能とする法案を否決 【１０日】 

 アドリア航空破産を受け，重要航空路線に政府が

補助金を交付することを可能とする政府提出の法案

が，１０日，国民議会インフラ委員会において賛成９

票，反対１０票で否決された。投票に際し，連立与党

は賛成票を投じたが，野党及び政府に閣外協力を行

う左派が反対票を投じた。投票前の審議において，ブ

ラトゥシェク・インフラ大臣は，「法案は，外国航空会

社が（リュブリャナと主要欧州都市との）重要路線を

設置しなかった場合に，（重要路線維持のために）政

府が補助金を交付する可能性を提供するためだけの

ものである。大臣として，補助金を出すようなことはし

たくないが，もし（市場の判断により）重要路線が維持

されない場合には，政府が補助金を出さざるを得な

い」と述べた。また，補助金交付による国家予算に与

える影響が同法案では試算されていないとの野党の

指摘に対し，ブラトゥシェク大臣は「どの路線に対して

補助金交付が必要かという点は，現時点ではわから

ないため，試算を行うことは不可能である」と述べた。 

 

●各航空会社がリュブリャナ便を開通 【２８日】 

２８日，ルフトハンザ・シティーラインはリュブリャナ

～フランクフルト便を開通した。ルフトハンザのプレム

中・東欧・南東欧営業部長は，アドリア航空破産は残
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念な出来事であったが，今般，ルフトハンザの機体が

初めてリュブリャナに降り立つことを誇りに思うと述べ

たほか，このような出来事は数ヶ月前には想像してい

なかったと述べた。なお，１０月１６日にはルフトハン

ザ傘下のスイス航空がリュブリャナ～チューリッヒ便

を開通しているほか，ルフトハンザは１１月１日にリュ

ブリャナ～ミュンヘン便を，ブリュッセル航空は１１月４

日にリュブリャナ～ブリュッセル便を開通する予定と

なっている。 

 

 
(Photo: Jure Bernard/STA) 

 

【企業，産業の動向】 

●製薬大手レク社，抗生物質生産拠点をスロベニア

からオーストリアに移転を発表 【１日】 

 スイスのノヴァルティス社傘下の製薬大手レク社は，

今後２年間で，国内北部プレヴァリェの抗生物質生産

拠点をオーストリアに移転する旨発表した。レク社に

よると，今後，プレヴァリェは，インドのハイデラバード

と共に，ノヴァルティス社のロジスティクス，サプライチ

ェーン，品質等を管理・支援するグローバルセンター

となる予定。なお，レク社は本年９月に，ジェネリック

医薬品市場における需要の低下等を理由に，プレヴ

ァリェ工場での生産拡張計画を断念する旨発表して

いた。 

 

●製薬大手クルカ社，新たなＲ＆Ｄセンターを開所 

 【１日】 

 製薬大手クルカ社は，国内東部ノヴォ・メスト近郊に

新たなＲ＆Ｄセンターを開設した。新センターの名称

はＲＫＣ４とされ，既存のＲ＆Ｄセンターとも近接して

いる。クルカ社によると，同センターへの投資額は５５

６０万ユーロで，最新鋭の実験・解析用の機材を備え

たセンターは，同社のＲ＆Ｄ能力を大幅に向上させる

ことが期待されている。シャレツ首相は，開所式にお

いて，クルカ社はスロベニアを代表する企業のひとつ

であると述べるとともに，同社の開発戦略，輸出への

貢献，地域における役割等を賞賛した。 

 

●マリボル・シェンティリ間鉄道路線新区間建設事業，

スロベニア企業コンソーシアムが落札 【８日】 

政府は，マリボル～シェンティリ間鉄道路線新区間

建設事業の入札において，スロベニア企業コンソーシ

アムが落札した旨発表した。同事業に関しては，トル

コ企業及びオーストリア企業も応札していたが，最廉

価を提示したスロベニア企業コンソーシアムが落札し

た。インフラ省によると，今後，契約を経て，工事開始

は２０２０年初頭を予定しており，工事開始から３０か

月で完工する予定。同事業は，マリボル～シェンティ

リ間の鉄道路線更新プロジェクトの一部となっている。 

 

●ＩＫＥＡストア定礎式開催 【１７日】 

１７日，リュブリャナ市内のＢＴＣショッピングセンタ

ー敷地内において家具大手ＩＫＥＡストアの定礎式が

行われ，正式に建設が開始された。同ストアは，３１０

００㎡の敷地に建設され，完工までは約１年を予定し

ている。式典に参加したヤンコビッチ・リュブリャナ市

長は，ＩＫＥＡの進出は，スロベニアが経済発展を遂げ

ている証左であると述べた。また，ＢＴＣのメルマル会

長は，ＩＫＥＡの進出は約３００名の新規雇用につなが

ると述べ，また，今後，スロベニア国民はＩＫＥＡストア

での買い物のため近隣国に行く必要がなくなると述

べた。 

 

●ペトロル社幹部の辞任 【２５日】 

２５日，ペトロル社役員会メンバーは，一斉辞任を

表明した。役員会によると，一斉辞任の理由は，監査

理事会との間で会社の戦略に関する見解の不一致

があったためで，監査理事会からも同様の発表が行

われた。一方，業績好調のペトロル社の役員一斉辞

任については，様々な憶測を呼び，各報道機関は，

辞任の背景には政治的な圧力があった，バルカン地

域のエネルギー企業買収に関する債権発行につい

て役員会と監査理事会の間で対立が生じた等と報じ

た。なお，シャレツ首相は，自身のツイッターにおいて，

「（シャレツ首相が党首を務める）マリヤン・シャレツ・

リスト（ＬＭＳ）がペトロル社役員の辞任を求めたという

情報は，大嘘である」と述べた。 

 

●ゴレニェ社の再編 【２９日】 

中国企業Hisense社傘下の家電大手ゴレニェ社

（Gorenje）は，製造・販売を行う企業とマネジメントを

行う企業の２社に分割する旨発表した。ゴレニェの名

前を維持する製造・販売部門は，ヴェレニェにおける

製造拠点及びゴレニェ・グループの子会社が含まれ，

ハイセンス・ヨーロッパはリュブリャナを本部として，欧

州におけるハイセンス関連企業の法人サポートサー

ビスを提供する予定。 
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郵船ロジスティクス・コペル支店開所式 

 

 １０月１１日，コペル市において，郵船ロジスティクス

のコペル支店開所式が開催され，当館より吉田大使

が参加しました。同式典には，コペル港湾会社，在欧

州の日本企業関係者等約５０名が参加しました。 

 

吉田大使は，開所式でのスピーチにおいて，「郵船

ロジスティクスが，今般コペル支店を開設することとな

り喜ばしい。先週開催した日本・スロベニア・ビジネス

セミナーにおいて，参加日本企業はコペル港を視察し，

コペル港の優位性につき説明を受ける機会があった。

この地域における日本企業の投資及びビジネスは増

加しており，グローバル・ネットワークを有し，ロジステ

ィクス分野におけるリーディングカンパニーである郵

船ロジスティクスと日本企業を始めとする各企業が，

コペル港の戦略的優位性を活用していくことを期待す

る」と述べました。 

 

 
（吉田大使スピーチ） 

 

 その他，式典では，タナルキ郵船ロジスティクス・ハ

ンガリー会社社長及びザデル・コペル港湾会社社長

がスピーチを行ったほか，コペル港の優位性に関す

るプレゼンが行われました。また，式典参加者は，コ

ペル港を視察したほか，式典の最後にはコペル支店

開所を記念したテープカットが行われました。 

 

 
（開所を記念したテープカットの様子） 

 

 

社会・文化・スポーツ 

●スロベニアとスウェーデンの研究者が革新的なア

ルミニウム電池のコンセプトを開発 【４日】 

スロベニアとスウェーデンの研究者チームは，アル

ミニウム電池の新たなコンセプトを開発した。同コンセ

プトでは，電池のエネルギー密度を倍加し，同時に現

在使用されているものよりも入手が容易で良質の素

材を使用することで，環境負荷を軽減することが可能

になる。研究チームは，新たに開発されたコンセプト

により，電池の価格を大幅に引き下げ，環境負荷軽

減が実現する可能性があると述べており，大規模な

太陽光発電や風力発電における省エネ実現に向け

て非常に興味深いものである旨述べた。なお，商品

化は未だ先の話になるとしつつも，研究チームは，こ

の新デバイスは，リチウムイオン電池と競争，もしくは

補完できるものになるだろうと述べた。 

 

●スロベニア人女性ボクサー，世界タイトル防衛に成

功 【７日】 

 スロベニアの女性ボクサー，エマ・コジン選手（Ema 

Kozin）が，リュブリャナのストジツェ・アリーナで行わ

れた世界ボクシング連盟（ＷＢＦ）の女子スーパーミド

ル級世界タイトル戦で，スウェーデンの挑戦者マリア・

リンドバーグ選手（Maria Lindberg）に判定勝ちし，世

界タイトル防衛に成功した。コジン選手は，勝利後の

インタビューにおいて，「良い試合のためには２人の

ボクサーが必要である。試合は，均衡した内容であっ

たため，スウェーデン選手は敗北に落胆していると思

うが，今日の試合では自分の方が良い試合をしたと

思っている」と述べた。 

 

 
（Photo: Anže Malovrh/STA） 

 

●男女平等指数，スロベニアはＥＵ内で１１位 【１５日】 

欧州ジェンダー平等研究所（ＥＩＧＥ）は，ＥＵ加盟２

８か国のジェンダー平等指数を発表した。同指数は，

労働，資金，知識，時間，パワー，健康の６分野の指

数を基に試算されるもので，スロベニアはＥＵ平均値

を０．９ポイント上回る６８．３ポイントで，ＥＵ内で１１

位との結果になった。なお，１位はスウェーデン（８３．

６ポイント），２位はデンマーク（７７．５ポイント）で，最
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もポイントが低かったのはギリシャ（５１．２ポイント），

その次がハンガリー（５１．９ポイント）となっている。 

 

●オーストリア産肉スキャンダルによる食肉製品リコ

ール 【２９日】 

スロベニアの食品加工会社９社は，必要な基準を

満たしていないオーストリアの食肉処理場の肉がスロ

ベニア市場に入った可能性があるとの食品安全局の

警告を受け，製品をリコールした。ポセディ食品安全

局長官は，リコールは予防措置に過ぎないが，当該

食肉がスロベニア国内のサプライチェーンに入ったと

いう確かな証拠はないと述べた。 
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今回の渡航はいつもと違い，往路はミュンヘンから夜行列車

「Nightjet」に乗って，リュブリャナへ入りました。今回は個室

の寝台車両に乗車。目的地の異なるいくつかの車両を連結してい

る状態でミュンヘン駅に入線。所定の号車に行くと，車両の入り

口に車掌さんがいます。チケットを見せ，部屋の番号を確認し乗

車。初めての寝台車両でワクワクします。廊下はキャスターがギ

リギリ転がせるほどの幅で，そこを進み割り当てられた部屋に入

ります。 

予定より少し遅れて午前６時過ぎ，リュブリャナ駅へ無事に到着すること

が出来ました。今回は僕が不慣れなので落ち着いて休むことがあまり出来ま

せんでしたが，電車が好きであったり，旅程を有効に使いたい人にとっては

とても便利な移動手段だと思います。電車旅行が好きな方は是非試してみて

ください。 

 

それでは、また。 

やっとのことで明かりを消し，寝台に横になる。折りたたみ式の寝台

にシーツと掛布に枕。電車の揺れに合わせて自分が右へ左へ揺られてい

きます。窓はブラインドを下ろしていたので外の様子は見えませんが，

その分，時々止まる駅での停車音，連結の切り離し，接続など音から

色々な様子を想像することが出来ました。トイレは車両の端に２つ付い

ており，これも困ることはありませんでした。僕の乗っている車両はリ

ュブリャナ止まりではなくさらにクロアチアまで行くので，寝過ごすの

が心配で少し前に起きて準備をしていたのですが，目的地のリュブリャ

ナ駅へ着く２０分ほど前，車掌さんがノックをして起こしに来てくれま

した。 

 

 

宮地藤雄（ミヤチフジオ） 

2013～19 マウンテンランニング日本代表 

ドベルダン（スロベニア語で「こんにちは」）！  

 

１０月半ばにマウンテンランニングワールドカップ最終戦に参戦すべ

く，スロベニアを訪れてきました。この時期のスロベニアは冬の足音が

もうすぐそこまで聞こえる冷え込みで，朝晩は吐く息も白く，日中でも

日差しがなければ上着が手放せないほどです。 

Vol.16 2019/11/1 

スロベニア紀行 

今回は個人で利用ですが，部屋の構造を見ると折り畳まれたベッドが壁にあり，梯子もしまって

あります。最大で 3 人乗れるようです。部屋には洗面台とコンセント。空調、明るさも調整できる

のですが，それが見つけられずなかなか明かりを消すことができませんでした。明るくて寝付けな

いので部屋中を探し回って，やっと見つけた明かりのスイッチは 3 人使用時の一番上の人が届く位

置，ドアの上にありました。まさかそんなところにスイッチがあるなんで考えもしなかったです。 

こういうちょっとしたことを含めて何事も経験ですね。 
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スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281 又は 8282，Fax：+386-1-251-1822，Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web：http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●本資料は，スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方，あ

るいは今後配信を希望されない方は，以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動，文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia 

★スロベニア人向けニュースレター「Living in Japan」のご紹介 

当館では，毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Living in Japan (Življenje na Japonskem)」をスロ

ベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて，各地の歴史・産業・観光・物産品等を紹介してまい

り ま す 。 こ の ニ ュ ー ス レ タ ー は 当 館 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 公 開 し て お り ま す の で ， ど う ぞ ご 覧 下 さ い 。

http://www.si.emb-japan.go.jp/Living_in_Japan.html 

 

【領事班からのお知らせ】 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は，在留届を提出してください。 

（※インターネットでの提出が便利です。→ http://www.ezairyu.mofa.go.jp/） 

●「たびレジ」をご利用ください！ 

「たびレジ」とは，海外に行かれる方が，旅行日程・滞在先・連絡先などを登録すると，滞在先の最新の海外安

全情報や緊急事態発生時の連絡メール，また，いざという時の緊急連絡などが受け取れるシステムです。海

外旅行や海外出張をされる方は，是非登録してご活用下さい。 

●国境を越えて旅行する場合は，旅券を携行してください。 

シェンゲン協定参加国間の移動では，空港や国境での出入国審査が廃止されているために，事実上日本人も

旅券の審査なく他国へ入国できますが，旅券を携行していなかったことから罰金も科された事例もありますの

で，国境を越えて旅行する場合，必ず旅券を携行して下さい。 

●在外選挙制度アンケートについて 

日頃より在外選挙にご理解、ご協力いただきありがとうございます。  

総務省から、日本国外に住む方の選挙制度の向上に取り組むため、アンケートを実施したい旨の連絡があり

ました。つきましては、下記の URL からアンケートへのご協力をお願いします（所要時間は５分程度です）。 

 https://r10.to/soumu-2019zaigai 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●Makkon 2019 に出展します！ 

リュブリャナで毎年開催されているアニメフェスティバル Makkon に今年も出展します。今年はアニメーション映

画の上映も予定しておりますので，最新情報をお見逃しなく！ 

開催日：12 月 7 日（土） 

開催場所：リュブリャナ大学，化学・科学技術学部及びコンピュータ情報科学部キャンパス（Fakulteta za kemijo 

in kemijske tehnologije ter Fakulteta za računalništvo in informatiko） 

住所：Večna pot 113, Ljubljana 

●最新情報は，当館フェイスブックでチェック！ 

 https://www.facebook.com/Ambassy.of.Japan.in.Slovenia/ 

 


